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３ 要  旨 

暗渠排水工未設置の転換畑における営農上可能な排水対策方法としての明渠とプラソ イラの効果を検
証した。 
(１)排水対策に要した作業時間は、トレンチャーが100m当たり41分、プラソイラが4.3分 である。 
(２)ほ場の排水対策の有無と大豆の成熟期の生育及び収量の関係では、主茎長、分枝数、  分枝節数共
に差は見られないが、稔実莢数、全重、精子実重は、排水対策の実施によ  り20～40％増加する。 
(３)日雨量と地下水位の関係では、排水処理区及び無処理区ともに降雨後一時的に地下水 位が上がる
が、地下水位の低下速度は排水処理区が速い。

４ その他の資料など


